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章;柄麟の紋付羽織
遊佐徹
1 
いにしえの南宋の都、臨安、現在の漸江省の省都、杭州市の市街地西面に寄り
添うように広がる西湖は、いわずと知れた天下の景勝地である。その湖面を東西
に分けなすように伸びる蘇堤一一あの蘇戟が作った一一の南岸の突き当りをそ
のまま真っ直ぐに南扉山嘉枝峰に向かつて進んでゆくとやがて緑濃い山麓のな
かに古風な建物を見出すことになるだろう。それが章太炎紀念館である。
章太炎とは、魯迅の師としても知られる清末民初期に活躍した革命家にして
「国学大師Jの異名を取った古典学者 1。太炎はその別号で、誰は柄麟である。
その章の生誕120周年を記念して、この地に記念館(中国語では紀念館)が 1988
年以来開設されていたのであった。
そもそも、私が、前稿で述べたような現代の中国人達が見せるみずからの民族
衣装に対するこだわりや戸惑いとそれを巡って戦わされる議論に興味を抱くこ
とになった切っ掛けは、この章太炎紀念館を訪れた時点にまで遡り得るのであ
る。
2 
2006年の夏、 西湖の北部エリアに浮かぶ小島、孤山の一角を占める漸江図書
館孤山館舎に資料調査ため出張した私は、仕事の合間に立ち寄ったその紀念館
で実に面白い展示物に遭遇することになった。それは一枚の羽織で、向こうから
私の目に飛び込んできたかのような出会いの印象をいまだに憶えていることで
も知れるように、周囲の展示物に対し、明らかに異質な存在感を放っている代物
で、あった(図 1)。おまけに、館内にはそれを羽織った蝋人形の章煩麟と数人の
学生風情の若者達が車座になって何やら話し合っている様子のジオラマ風展示
(図 2)一一それ自体のクオリティーは随分低く、思わず噴き出してしまったの
であるが一ーもあって、彼にとって、そして紀念館にとってこの羽織が重要な意
味を持っていることを窺わせていた 20
羽織は、もちろん章煩麟が生前愛用していた品で、彼と日本との関係(後述す
るように彼には 3度の日本滞在歴がある)から考えても、羽織の 1枚や2枚の
所有が別段可笑しな出来事ではないことは、しばしば見かける魯迅や秋蓮の例
一 つまり日本滞在時に和服姿で撮った写真が存在する一ーからも附嵯に理解
できたのであるが、にもかかわらず、私が章の羽織を「実に面白しリと感じたの
は、羽織に入れられた「紋J(だから、この羽織は正確にいうと紋付羽織という
ことになる。展示では、袖紋がよく見えるように配慮、されていた一方、前身頃の
中心部の抱紋がないので、 3つ紋の紋付羽織と推定された一一推定と述べたの
は、展示状態から背紋の有無が確認できなかったためである)の図柄が一風変わ
った独特のものであったためである。
その図柄とは、隷書体の「漢Jの一字を図案化したもの(図 3)で、一見して
伝統的な日本の家紋とは異なる類いのもの、つまり特別に作製したものである
ことが判る。それでは、章柄麟はなぜわざわざそのようなオリジナルな「紋Jを
考案して羽織の袖に入れたのであろうか3。
3 
多少なりとも中国近代史、中国近代思想史を学んだことのあるものならば「漢」
のー字紋に彼の激烈な排満革命思想の主張を読み取ることはそれ程難しいこと
ではあるまい。そしてそうした解釈が一定程度当を得たものであることは、他な
らぬ章自身の言葉によって確認することができるのである。
次に引くのは、中華民国大総統の地位を手中に収めて以降専横の度を強める
に至った衰世凱に対抗するべく発動されたいわゆる第二革命の最中に北京に赴
き、長期に亘り哀によって幽閉された彼が遂に死を覚悟し、結婚間もない妻、湯
国梨に宛てた遺書とも称し得る手紙の一節である。
or致湯夫人家書J1914年5月23日
今寄故衣、以為記誌、観之亦知対我耳。斯衣制子日本、昔始与同人提倍大義、
召日本縫人為之。日本衣皆有円規標章、遂標漢字。今十年実。念其与我同処患
難、常蔵之箆笥以為紀念。吾雄隙鎖、魂塊当在斯衣也。
ここに故衣を送り、形見の品となす。これを眺め我が代わりとせよ。この服
は日本にて競えしもの。その昔、同志達と大義を唱え始めし時、日本の仕立
て屋を招きこれを作れり。日本の衣服は皆円き紋章を持つものなれば、遂に
「漢」一字をもって紋章となす。それより十年の問、この衣が我と顛難を共
にせしことを思い、常に僅底に蔵して記念となす。我死すといえども、我が
魂暁この衣に在るというべし 40
文面は、新妻を残し逝かねばならぬことを覚悟した悲壮な思い 5と大切な戦友
である日本で、静えた紋付羽織に対する愛着の情に溢れた内容になっているが、
いまここで問題にしたいのは、章柄麟がわざわざ仕立て屋を呼んでまで羽織を
説えた経緯として語っている「同志達と大義を唱え……」の部分である。この「遺
ヮ ， ?
書」をしたためる 10年前、章はどのような「大義」を説いていたのであろうか。
次に引くのは、意世凱の急死によって死地を脱し得た章と湯国梨との間に生
まれた長子、章導が書き記した亡父についての回想の一部である。
or憶辛亥革命前後先父章太炎若干事J玉、一件外掛
先母珍蔵着先父一件日本外掛(日本人将此外掛穿在和服[日本服]外面称“羽
織"、似中国旧時穿於長杉之外的馬掛)。日本人習慣在外掛両袖皆上繍上自己家
属紋章、既作装飾、又顕示自己的家庭身傍。先父這件外掛袖皆上繍了一個紋章
似的“漢"字、是先父親自用隷体書写的。
拠先母説、地曾問先父、為何要在外掛上繍個“漢"字。先父説、「我幾次東渡、
亡命日本、為了避開清政府的耳目、易於開展工作起見、常穿和月比但這並非我
同化於異国習慣、所以我在衣袖上写個‘漢'字、表明我是中国人、同時記着我在
日本是為了実現‘駆除縫虜、恢復中華、創立民園、平均地権'、用這‘漢'字来表達
自己対祖国的懐念、時時不忘光復祖国的責任。 j
亡き母は亡父の日本式外套(日本人は、この外套を和服 [日本の伝統装束]
の上に着用して“羽織"と呼ぶが、それは中国でかつて長杉の上に馬掛を着て
いたようなものである一一原注)を大切に持っていた。日本人の習慣では、
その外套の両袖に一族の紋章を刺繍するのであるが、これは装飾であると
ともに自身の出自を誇るための意味を持つ。亡父は自分の外套の袖に紋章
風の“漢"の一字を刺繍していたのであるが、それは父がみずから隷書体で書
いたものであった。
母によれば、以前、何故“漢"の字を外套に刺繍することにしたのか父に尋ね
たことがあったそうである。それに対する亡父の答えは以下のようなもの
だ、ったという。「私は幾度と海を渡り、日本へ亡命したことがあったが、そ
の際、清朝政府の監視の目を避けて行動し易いとの考えから、いつも和服を
着用していた。しかし、それはもちろん私が異国の風習に染まり切ってしま
ったことを意味するものではない。だから私は、袖に“漢"の字を書き込んで
自分が中国人であることを明示し、同時に、いま自分が日本にいるのは、‘駆
除韓虜、恢復中華、創立民国、平均地権'の目標を実現するためだというこ
とを忘れぬようにしていたのだ。つまり、“漢"のー字を用いて、私の祖国に
対する思いを表わし、祖国復興の責任を絶えず心に留め置いていたのであ
る。 6J
ここには、かつて形見として夫の「日本外掛Jを受け取った母=湯国梨の記憶
を借りてではあるが、章本人の口によってその「大義」が「駆除縫虜、恢復中華、
創立民国、平均地権」であったことが語られている。
? ?
この 16文字とは、もちろん 1905年8月に東京で結成された中国同盟会の総
章(規約)の第2条に置かれた同会が目指すべき革命の「宗旨(根本理念の意。
4つの基本綱領という意味で「四綱」とも呼ばれることがある)Jである。つま
り「大義Jとは、中国革命を目指した当時の章と仲間達の政治信条であり、それ
と彼一流の情熱や使命感が海然一体化した結果表象となって現われ出で、たのが
あの紋付羽織だ、った訳である。
ただし、この時の同盟会の結成に章は立ち会えていない。清朝によって惹き起
こされた言論弾圧事件の所謂「蘇報事件Jによっていまだ、上海の獄中にあったた
めである。しかし、彼は翌年6月末に出獄するや直ちに渡日して同盟会に参加す
ると孫文や黄輿等とともに「宗旨」の内容を詳細に規定する作業に取り掛かった。
のちに「中国同盟会宣言J(もしくは「軍政府宣言Jとも称されることがある)
としてまとめられることになるものがそれである。その意味で、 16文字の「宗
旨Jは章自身の言葉でもあったことを確認して置かなければならない。彼はみず
からの思想、信念を文字通り肌身離さぬ形で主張、確認し続けようとしたのであ
る。
4 
ところで、いま見てきた章導の回想文には、ひとつ気になるところがある。そ
れは、章嫡麟が羽織の「漢J字紋の由来について語り出す際に前置きのように述
べている自分と「和服」との出会いの歴史に関する部分で、注意深く読めば、章
が「和服」を着用するようになった時期が同盟会への参加より以前に遡る可能性
が出てくるのである。
章の日本行は、戊成政変の余波を避けるための 1898年 12月から半年間に亘
る台湾滞在を除いて 3度の回数を数える。すなわち、台湾からそのまま日本に
渡った 1899年6月14日から 8月下旬までが 1度目、 2度目は官憲の追及を避
けるようにとの友人の勧めに従った 1902年2月28日から 7月までの期間、最
後は1903年6月に出来した「蘇報事件Jによる 3年間の獄中生活から解放され
る (1906年 6月 29日)や間髪置かずに渡日し武目起義の勃発後に帰国する
(1911年 11月)までの 5年半というのがそれであるが、彼の言葉を信じるな
らば、その 1度目、 2度目の日本滞在中にも「和服Jを着用していた可能性を考
えることができるのである。そして、それは複数の証言によって間接的ではある
が論証することができるものでもある。以下、ふたつの証言を挙げてみよう。
0包天笑『甜"影楼回憶録~ r金粟斎時代之朋友J
那時章太炎先生就住在他(呉彦復先生)的家裏、這是我第一次見到太炎。在南
京的時候、早己聞名、有人称章枚叔是怪客、也有人呼之為章癒子。我見他時、
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他穿了一件長領的不古不今、不僧不俗的衣服、有点像日本人所穿的浴衣。
その頃(包天笑が上海に設立された金粟斎訳書処で働き始めた時)章先生は
彼(呉彦復)の家に住んでいて、それで初めて太炎にまみえることになった。
私は、南京にいた時分にすでにその名を耳にしており、章枚叔(枚叔は章嫡
あざな
麟の字)は怪客(怪客の「客Jは侠客、刺客の客と閉じ意味であるが、日
本語のなかに相当する表現が見付からない)だという人もいれば、彼のこと
を章気違いと呼ぶものもいた。私が会った時、彼は長い衿の付いた古装でも
なければ今風でもなく、出家者でもなければ在家でもないといった衣服を
纏っていて、それはさながら日本人が着る浴衣の様で、あった 7。
0蒋維喬「中国教育会之回憶J愛国学社与中国教育会之分立
太炎恒謂人日「稚嘩妄人也、烏足与語。 」太炎之服装挙動、亦至離奇。恒服長
抱、外軍以和服、断髪留五寸許、左右両股分棟、下垂額際、不古不今、不中不
西。
太炎は常に「呉稚庫はでたらめな人間で、共に語るに足らざる輩だ。Jと語
っていたが、太炎の方も服装、挙止において奇矯の極みを呈していた。彼は
いつも長抱を着用していたが、その上に和服を纏い、榊髪を切って 5寸ば
かり残った髪を左右に分けて撫で付け、額の際まで覆わせるといった体で、
古装でもなければ今風でもなく、また中国式でもなければ西洋風でもない
といった姿であった 80
前者、やがて中国近代を代表する出版人、通俗小説作家として知られることに
なる包天笑の文章は、 1901年に包が上海に設立された金粟斎訳書処で働くため
に南京から移り住んできた時のことを回想したもの。訳書処の裏には呉彦復が
住んでおり、当時そこには章も住んでいたのであった。この呉彦復は、のちに彼
に 2度目の日本亡命を強く勧めることになる人物である。後者の著者、蒋維喬
は、 1902年に蕪元培を総理(会長)として上海に発足した教育団体である中国
教育会が運営する学校組織の愛国学社 (11月16日開校)で教員として章の同僚
となりかつ住まいを共にしていた人物。2度目の亡命から帰国していた章は察元
培の要請を受けて 1903年3月に国文の教師に就任したが、中国教育会と愛国学
社の関係を巡って呉稚障と対立することになった。引用箇所はそのことに触れ
た部分である。何れにせよ、一時期、章を傍近くで見る機会を持った両人が、彼
の「和服J姿を理解不能との印象と共に強く記憶に留め続け、それをのちに記録
することになった訳であるが、その「和服J姿が前者にあっては 1度目の日本亡
命からの帰国後の、後者にあっては 2度目の日本亡命からの帰国後の彼を活写
? ?
したもので、あったことは注目に値する。何故なら、これらの資料の存在によって、
初めて日本の土を踏んで以降、章が一貫して「和服Jを愛用していたことが想像
できるからである。
ただし、これらの資料の存在は、他方で章周麟と「和服」の関係について新た
な疑問を生み出すものでもある。それは、両人の証言を改めて章の言葉と突き合
わせるとたちまち顕在化するような性質のものである。
章は、自身の「和服」着用の理由を亡命中の日本での活動に便利で、あったから
と説明していた。小文を書き起こす切っ掛けとなった彼の羽織の「漢J字紋につ
いてもそれによって心に響く説明が与えられたのだ、った。
ところが、包天笑や蒋維喬の証言が記していたように章は祖国、中国にあって
も「和服」を着用していたのである。これは一体どのように理解すべきことなの
だろうか。
もちろん、たびたびの日本滞在で慣れ親しんだ結果とか、単なる不精な性格
(湯国梨と結婚する以前は 3ヶ月も入浴せずに過ごすよう人物であったという
9)のなせる業と説明することもできるかもしれないが、そうした彼の行動には
より理念的、政治的な理由を読み取ることができるかもしれない。
5 
1900年 8月、章は決然と持率髪を切り落とした。それは彼が康有為、梁啓超等
が主導する「改良派と断固訣別し、革命への志を立てた 10J証しでもあった。そ
の際、彼は「解榊髪説」とし、う文章もしたため、興中会の機関紙として香港で創
刊されていた日刊紙『中国日報』をもとに編集された雑誌『中国旬報』の第 四
期 (1900年8月9日刊)に載せるという挙にも出た 11のであるが、そのなかに
次のような一節がある。
0余年己立、而猶被戎秋之服、不違，Rg尺、弗能顛除、余之罪也。……会執友以欧
羅巴衣笠至、乃急断髪易服。欧羅巴者、在漢則近大秦、与天毒同抵。其衣雄迩
小、方袷直下、猶近古之端衣、惟吾左輔之日本、亦効法駕。服之蓋与箸桑門衣
無異趣云。
私はすでに而立の齢 (30歳)を迎えたというのに、相変わらず野蛮民族の
服を身に纏い、いささかも疑問を持たずにいた。それを捨て去れないのは我
が罪である。……時に親友がヨーロッパの衣冠を纏って来訪することがあ
り、それを見るや直ちに断髪易服(締髪を切り、「戎秋之服J=満州族風の
服装を改める)を決行した。ヨーロッパは漢時にあっては大秦に近く、イン
ドの方角にある。その衣服のっくりは狭窄ではあるけれども、衣服の合わせ
部分が四角く裾まで通る形で付いており、往古の端衣(古代の正式な礼服)
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に類いしている。また、我等の東に位置する日本のみはその服制を見習って
いる。ゆえにこれを着ることは(満州族の支配へ抵抗を示すために僧形に姿
を変えた明の遺老たちが)僧服を纏ったことと大差ないのだ 120
この引用箇所が注目に値するのは、章が「断髪」する際に「易服」とし、う行為
をそれと同時に実行している点である。彼は、みずからの政治的立場を外面化、
闇明化する手段として服装の問題にも拘った訳である。これは、中国において王
朝の交代を「正朔易服」としづ言葉で言い表して来たーーもちろん、実行もして
来た一一政治的伝統に連なる行為ではあるが、清朝末期の政治動向のなかでは、
「戎秋之服」を改めることもって清朝の否定、満州族の支配からの脱却を具体的
に主張 ・実現する行為 ・言説として拡大した一種の政治運動であった 130 1900 
年8月の章の行動は、「断髪」とともにその最も早い事例一一それゆえ強いイン
パクトを人々に与えた一ーのひとつであったのであるが、その実行に際しては、
別途もうひとつの解決すべき極めて現実的な課題が存在したはずである。それ
は「戎秋之服Jを脱ぎ捨てたとして代わりにどのような服を着たらよいのかとい
うことである。
この課題を章は、かなり衝動的に、そして「洋服」を無理矢理「往古の端衣」
つまり漢民族の伝統衣装に読み替えるという力技を使って克服したのであるが、
彼が、この論理を「往古の端衣Jの制に連なると考える日本の服装文化をも加え
る形で組み立てている 14ことを含めて考えると、この時に彼が選択した「洋服J
姿とそれから左程時間を隔てぬ時期に包天笑が見たその「和服」姿は重なり合い、
その姿は排満革命の闘士として改めて私達の前に立ち現れてくることになるだ
ろう。彼にとって「洋服」と「和服jは、どちらもかつて奪い去られた民族の伝
統と尊厳を取り戻そうとするみずからの強固な意志を託すのに十分足りる服装
だったのであった(許寿裳が書いた章の評伝では、通常は長砲の上から和服を羽
織り、時に洋服を着ることがあったとその時期の彼の服装を記録している 15)。
よく章周麟は日本の着物に漢民族の伝統文化の保存を見出していた、と語ら
れることがあるが、そうした彼の認識の成立過程自体はこれまでほとんど問題
にされることはなかった。その理由としては、同様の感覚が、章以外の清朝に距
離を置く中国人達にも広く共有されていた 16ということがあるのかもしれない。
例えば、魯迅の弟、周作人は、そうした当時の中国人達の感情の機微をよく表わ
した文章を残しているので、それをヲ|し、てみよう。
or日本之再認識J1940年 12月 17日
這可以説是思古之幽情。我{門那時又是民族主義的信徒、凡民族主義必含有復古
思想、在那辺、我何反対清朝、覚得清以前或元以前的差不多都好、何況更早的東
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西。……我例在日本的感覚、一半是異域、一半却是古昔、而這古昔乃是健全地
活在異域的、所以不是夢幻似的空仮、而亦与朝鮮安南的優孟衣冠不相同也。為
了這個理由我例覚得和服也彼可以穿、若抱子馬掛在民国前都作胡服看待、章太
炎先生初到日本時的照相、登在民報上的、也是穿着和服、即此ー小事亦可以見
那時一般的空気失。
(日本の日常生活に対する私の愛好の理由のふたつ目を挙げるならば)そ
れは、思古の幽情とでもいうべきものであろう。私は当時(明治の末)民族
革命の一信徒でもあって、およそ民族主義は必ず復古思想を内包している
のだから、清朝に反対する以上は、清以前もしくは元以前のものであれば何
でもすばらしく思えたものだった。それより古いものであればなおさらで
ある。…・・・日本にいて私達が捉われる感覚とは、そこが半ば見ず知らずの異
郷、半ば懐かしき往古の我が家というもので、しかも我が往古はこの異郷の
なかで完壁に保存されてきたのだ。それゆえ、この感覚は掴みどころがない
空虚なものではなく、また朝鮮やベトナムに見られる単なる人まねとも異
なるものである。こうした理由によって、私達は和服であっても着用を鴎賭
することがなかったし、長抱や馬掛を民国以前でさえ異民族の服装と見な
すようになっていたのである。章太炎先生が日本に来た当初の写真が『民報』
に載ったが、やはり和服姿であった。この一事をもってしても当時の世のな
かを蓋っていた雰囲気を理解することができるだろう 170
文中で言及されているように、確かに同盟会の機関誌『民報』はその第6号に
章柄麟の肖像写真を巻頭グラビアとして掲載している(図 5)180 これは彼の出
獄と同盟会参加、そして『民報』主編就任を祝しての仕儀であったが、そのこと
の確認よりも大切なのは、周作人によって「和服」姿の章嫡麟が時代の雰囲気を
象徴する存在として見事に表象化されていることである。
これまで見てきたように、章にとって、「和服Jはみずからの信念、主張を表
象化するうえで、格好の服装で、あった。そしてその信念、主張が一定の成功を収め
たことによって、「和服Jごと彼自身も時代の表象となり得たのであった。
注
1.魯迅は章柄麟を追思して書いた一文「関於太炎先生二三事J(1936年)のな
かで彼のことを「学問のある革命家(有学問的革命家)J と評している。
2.このジオラマは、 3度目の日本亡命時に『民報』の主編を務めながら(本文
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中で後述)留日中国人学生に国学の授業をしていたことを踏まえたもので、東
京小石川新小川町の章の自宅で魯迅、周作人、許寿裳等を前に『説文解字』を
講じている場面であった。残念なことに、 2011年の展示変更の際に撤去され
ている。
3.この羽織には r漢」の字を刺繍した和服(繍有“漢"字的和服)Jという極め
て簡単なキャプションが付されていた。
4. 湯国梨編次『章太炎先生家書~ (上海古籍出版社、 1985年、上海)。
5.紀念館には夫から送られた羽織を手にする湯国梨の写真も展示されている
(図 4)。その写真の裏面には、彼女の字で以下のような文章が書き付けられ
ている。
此影為余在上海、太炎為哀帝禁鋼禁於北京。余手携者、非我之大衣、乃是太
炎在辛亥革命亡命日本時之和月比為哀世凱鋼禁之時、太炎擬自尽、寄此衣以
為紀念荒書中有与子同仇之語、時余年叶二歳偶検得此影、題之以示児龍
6.中国人民政治協商会議上海市委員会文史資料工作委員会編『辛亥革命七十周
年一文史資料紀念専輯~ (上海人民出版社、 1981年、上海)所収。
7. W到"影楼回憶録~ (大華出版社、 1971年、香港)。
8. W東方雑誌』第 33巻第 1号、 1936年。いま、陳平原、杜玲玲編『学者追憶
叢書 追憶章太炎~[中国広播電視出版社、 1997 年、北京]所収版を使用した。
9. 高田淳『章煩麟・章士童Ij・魯迅一一辛亥の死と生と一一~ (龍漢書舎、 1974
年、東京)第二章、辛亥後の章柄麟。
10.湯志鈎「章柄麟の断髪と「榊髪を解く」の一文J(W近代中国の革命思想、と 日
本一湯志鈎論文集一一~ [日本経済評論社、 1986年、東京]所収)。
11. r解縛髪説」が香港の雑誌に発表された経緯については、奨学慶「清末卑、
港地区革命党人的現髪易服輿論J(W学術研究~ 2007年第5期)に詳しい。
12.引用は、『垣書』重訂本 (1904年刊)に「解榊髪」というタイトルでその第
六十三篇に収録されたものによった。字句に少々異同があるが、論旨は同一で
ある。なお、 W1亘書J重訂本については『章太炎全集(三U(上海人民出版社、
1984年、上海)所収のものを使用した。
13.断髪易服と中国近代の政治、思想、社会の関係については、奨学慶『榊服風
雲:郵髪易服与清季社会変革(生活・読書・新知三聯書底、 2014年、北京)
が詳しい研究を行っている。なお、奨氏によれば、「断髪易服」とは日本由来
の成語でやがて「勢勝易服」、「現髪易服」という表現に取って代わられていっ
たという。
14.日本の服装については、章は同時期に記した「原人J(W1亘書』初刻本 [1900
年刊]第十一篇)という文章のなかでも「在亜細亜者、礼儀冠帯之族、厭西日
震旦、東日日本、佑不得箸録。Jと述べて高い評価を与えている。
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15. 許寿裳『章柄麟~ (重慶出版社、 1987年、重慶)第8節、光復会時期、 17、
反対勤王努除緋髪。
16.黄斌『近代中国知識人のネーション像一一章柄麟・梁啓超・孫文のナショナ
リズム一一~ (御茶の水書房、 2014年、東京)第三章、章柄麟の排満思想の変
遷。
17. W薬味集~ (新民印書館、 1942 年、北京。いま『周作人全集~ [藍灯文化事業
股扮有限公司、 1982年、台中]所収版を使用した)。
18. 中国科学院歴史研究所第三所蒐集『民報~ (科学出版社、 1957年、北京)影
印版を使用した。
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[図1] 
章嫡麟が日本で跳えた
愛用の紋付羽織
(著者揖彫)
? ? ???
[図2]
3度目の日本亡命中
に紋付羽織を纏い留
日中国入学生に 『説
文解字』を講じる場
面のジオラマ
(著者撮影)
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[図41
[図31
袖紋として入れられた
諒書体の「漢」の一字紋
(著者撮影)
夫から送られた紋付羽織を持つ
章夫人、濁国梨
(著者撮影)
??? ?
?
[図51
f民報j第6号巻頭に掲載
された和服姿の章柄麟
羽織の袖紋は「漢Jではな
く日本の伝統家紋らしい
(丸に土佐柏較か)
